
 

 

阪神・淡路大震災、東日本大震災では、電気器具の転倒による火災や停電後の電気復

旧時に火災が発生する通電火災が多発しました。震災時に電気が原因となる火災対策に有

効であるとされるのが『感震ブレーカー』です。 

感震ブレーカーとは、地震の揺れをセンサーが感知し、あらかじめ設定しておいた震度以

上の場合に『配線用ブレーカー又は漏電ブレーカー等』を遮断する器具をいいます。

   

感震ブレーカーは、工事の必要な物から不要なコンセント型の物などもあり、ご家庭の状況

によって使い分けることが可能です。 

（１）分電盤タイプ（内蔵型） 

分電盤に内蔵されたセンサーが揺れを感知し、ブレーカーを落として電気を遮断するタイプ

（電気工事が必要） 

（２）分電盤タイプ（後付型） 

分電盤に感震機能を外付けするタイプで、漏電ブレーカーが設置されている場合に設置可

能（電気工事が必要） 

http://hnfd119.jp/media/95b8fab6e8c225ac5e60886dc15e9eec.pdf


（３）コンセントタイプ 

コンセントに内蔵されたセンサーが揺れを感知し、コンセントから電気を遮断するタイプ（電

気工事が必要なタイプと、コンセントに差し込むだけのタイプがある） 

（４）簡易タイプ 

ばねの作動や重りの落下によりブレーカーを落として、電気を遮断するタイプ（電気工事が

不要） 

感震ブレーカー等のタイプ別特徴   

・生命の維持に直結するような医療用機器を設置している場合、停電に対処できるバッテリー等

を備えてください。 

・夜間の照明確保のために、停電時に作動する足元灯や懐中電灯などの照明器具を常備しまし   

  ょう。 

・感震ブレーカー等の設置の有無に関わらず、地震発生後に自宅から避難する際にはブレー   

カーを切ることも重要です。 

・復電する場合には、事前にガス漏れ等がないことの確認や、電気製品の安全の確認が必  

要です。 

 

詳細についてはこちらご覧ください。 

・「感震ブレーカーの普及に向けた取組状況の公表」：内閣府ホームページ 

・感震ブレーカーのリーフレット 1（PDF：461KB） 

・感震ブレーカーのリーフレット 2（PDF：186KB） 

  

 

http://hnfd119.jp/media/545256f33bb2533b2dec9b5465a2fead.pdf
http://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/denkikasaitaisaku/index.html
https://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/bohan/shobo/oshirase/kasaiyobo/kannsinbureka.files/kunitirasi.pdf
https://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/bohan/shobo/oshirase/kasaiyobo/kannsinbureka.files/kannsinntirasi.pdf

